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1．5G（第5世代移動通信システム）

今回のテーマ

2018年3月8日 ご参考資料

早期の実用化が期待される次世代技術「5G」

各国の政府や通信関連企業の中で、次世代の移動通信システ

ム「5G」の早期実用化をめざす動きが拡がりつつあります。今回

は、5Gの持つ特徴や、実現が期待される「IoT」社会で5Gがどの

ように活用されるか、調べてみました。
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5Gとは「第5世代移動通信システム」のことで、「G」はGeneration

（世代）を指しています。5Gは、現在一般的に使われている「4G」

（第4世代）に続く、より高速・高品質な次世代の移動通信システム

となります。移動通信システムとは、モバイル（移動体）通信に必要

なネットワーク技術のことで、主に携帯電話（スマートフォン）の通信

に使われています。

1990年代にかけて拡がった「1G」（第1世代）で可能な通信として

は、主に電話（音声通話）のみに留まっていましたが、「2G」では

メールやインターネット接続など、データ通信も可能となりました。

その後、高速化・標準化が進み、現行の4Gまで発展しました。4G

では、動画などの大容量のデータ通信も可能となっており、スマー

トフォンに適した通信システムと言えます。

5Gでは、「超高速」通信が実現するとされ、実効速度は4Gの約

100倍にも及ぶとみられています。これにより、4Kや8Kと呼ばれる

高精細映像などの大容量コンテンツについても、高速で配信できる

ようになると考えられています。

日興アセットマネジメン

トの新人。営業推進部

門に配属され、投信や

経済について勉強中。

英調査会社IHSマークイッ

トの試算によると、5Gによる

経済効果は2035年までに

世界全体で12兆3,000億

米ドルにもなるとされており、

雇用の創出やGDPの押し

上げにもつながると見込ま

れています。

（次のページヘ続きます）
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様々な分野で活躍が期待される5G。IoTの拡がりとともに、

私たちの生活を大きく変える技術になりそうですね。

2．IoT（Internet of Things）

IoTとは、いわゆる「モノのインターネット化」のことで、様々なモノ

に通信機能を持たせ、インターネットに接続し、相互に通信すること

により、自動認識や自動制御、遠隔計測などを行なうことができま

す。5Gは、IoTの発展に必要不可欠な技術として注目されていま

す。

例えば、家電や自動車など、様々なモノがインターネットにつなが

るIoTを実現するためには、一度に多くの通信機器が接続できる、

「多数同時接続」という5Gの機能が重要となります。

「自動運転」や、自動車が常時インターネットに接続し、センサー

から得られるデータを集積・分析することで運転効率や安全性を高

める「コネクテッドカー」では、リアルタイムでの交通情報取得や、事

故回避のために、大容量の情報を「低遅延」の通信でやりとりする

必要があり、実現のために5Gが必要な技術として求められていま

す。このほかにも、医療分野における遠隔治療など、「低遅延」が

不可欠な分野での5Gの活躍が期待されています。

このように、5GはIoTを支えるインフラとなり得る技術であり、IoT

の拡大とともに、5Gの活用分野も拡がっていくと期待されます。

さらに、5Gは、こうした4Gの延長に留まらず、このほかにも、「多

数同時接続」や「超低遅延」といった新たな特徴を持っています。

「多数同時接続」について、総務省は、4Gの約100倍にあたる、

1km2あたり100万台の接続数が可能となることを5Gの要件の一つ

としています。また、「超低遅延」により、通信の遅れが4Gの1/10程

度に縮むとされ、信頼性の高い通信の実現が期待されています。

これまでは、主として携帯電話やスマートフォンに利用されていた

移動通信システムですが、「多数同時接続」や「超低遅延」によっ

て、より幅広い分野で活用されるようになると見込まれています。こ

うしたことから、5Gを活用した新たなサービスの台頭や、産業構造

の変革が期待されています。

5Gの実現・普及に向けては、世界中で企業や政府が連携して取

り組みを進めており、日本でも総務省が2020年の5G実現を掲げて

います。さらには、今年2月にスペインで開かれた世界最大のモバ

イル機器見本市では、各国の通信関連企業が相次いで2018～19

年の商用化をめざすと表明しました。商用化に向けた動きが加速

するなか、市場でも5Gへの注目度は高まりつつあります。

自動車や医療のほかにも、

ロボットの遠隔制御や工場

現場の遠隔管理、物流分

野におけるドローン配送な

ど、様々な分野のIoT化を、

5Gが通信インフラとして支

えると考えられています。


